
 

令和３年度 第２回宮崎県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 
開催概要 

 
 
１ 開催日時  令和４年１月２８日（金）～令和４年２月１０日（金） 
２ 開催方式  持ち回り 
３ 主な議題 
（１）令和３年度事業実施状況について 
（２）令和４年度事業実施計画について 
（３）その他 
 
４ 議事 
  主な意見は以下のとおり。  
 
【離職者訓練について】 
 ・離職者訓練は、宮崎・延岡ともに一定の成果を挙げている。 
 ・ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた企業ニーズに合う育成に期待する。 
 
【在職者訓練について】 
 ・在職者訓練の事業主評価の高さをもっとアピールすると良い。 
 ・DXについて、受講者の派遣元企業に意識させる内容を取り込んでほしい。 
 
【生産性向上支援訓練について】 
・IT業務改善で、RPAの初歩的な講座があると、業務効率化につながると思われる。 
・次年度以降も発展していくこと、また、DX対応コースに期待する。 

 
【求職者支援訓練について】 
・コロナの影響を受けた方を対象にした短期・短時間特例訓練は時宜を得た取組だと評

価する。 
・サポート講習について、アンケート結果から充実した内容であったことが伺え、こう

した実績をアピールすると良い。 
 
【施設を利用した活動について】 
 ・子どもたちに、ものづくりの楽しさを伝える「親子ものづくり体験教室」の充実を更

に図ると良いと思われる。 
・多様性を尊重する社会において、アビリンピックの開催がコロナ禍で無観客開催であ

ったことは残念である。アビリンピックは素晴らしい取組であり、福祉部門とも連携



 

して、更なる認知度向上を期待する。 
 
【その他】 
・上記全般にわたって、コロナ禍で工夫しながら頑張って運営している。 
・訓練の成果が高い就職率につながっていると思う。また、以前に比べ県外への就職割

合が低下しており、取組の成果が出ていると思う。引き続き１人１人に目を向けた丁

寧な指導をお願いしたい。 
 ・コロナの影響もあり定員充足が厳しい状況にあるが、引き続きリアルやオンライン等

を組み合わせ、受講しやすい環境整備をお願いしたい。 
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